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１ 現況平面図の書き方（２，５００分の１以上、別図「現況平面図」参照） 

 

 通常の現況平面図に下記のものを記載したもの 

 

① 現況高さ 

・道路現況地盤高（道路交差部及び主たる場所） 

・等高線又は１筆１高（現況地盤高） 

 ※区域に隣接する土地については必ず地盤高を明示 

・水路等の敷高 

・隣接敷地構造物の高さ 

② 記載事項 

・現況平面図 

・隣接地建築物の位置（開発区域界に隣接するものは必須） 

・開発区域界に隣接する構造物位置及び名称 

例：Ｌ型擁壁、フェンス(H=1,200)、大谷石塀(H=1,200)、ＣＢ２段 等 

※他の図面にも使用するため、名称の前に「既設」等を記載することも可 

・公共下水道等人孔の位置 

・上水道制水弁、消火栓等の位置 

・電柱の位置 

③ 隣接国道、県道、市道、河川、水路等の名称及び道路種別 

※開発区域に接する道路には道路種別を必ず記入 

例：法４２条１項１号道路、法４２条１項２号道路、法４２条２項道路等 

④ 隣接国道、県道、市道、法定外公共物（道路）の幅員（道路幅員及び用地幅員） 

※歩道がある場合は歩道幅員も記入 

※開発区域に接する道路には最小、最大幅員箇所の全幅を明示 

⑤ 水路等の幅員（用地幅員） 

⑥ 既設側溝、水路等製品名称及び断面（U4(300×300）、Ｕ型水路(1,500×600)等) 

⑦ 道路側溝、水路等の流れる方向を「→」で明示 

⑧ 開発区域の境界線（着色） 

既存境界杭の位置を記入 

⑨ 樹木及び樹木集団の位置（令第 28条の 2第 1項規定） 

開発区域が 1.0ha以上で対象がある場合は記入 

⑩ 切土又は盛土を行う部分の表土の位置（令第 28条の 2第 2項規定） 

開発区域が 1.0ha以上で対象がある場合は記入 

⑪ 作成者の住所、氏名、方位、縮尺、図面種別等 
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２ 土地利用計画図の書き方（１，０００分の１以上、別図「土地利用計画図」参照） 

 

 現況平面図を使用し、開発区域内の現況線を消去したものに計画図を記入する。 

 

 記入するものは、 

① 開発区域境界線 

現況図で着色記入した線を残してください。 

② 区域境界に設置する構造物の名称及び高さ 

※区域全体を引出線により見やすい位置に記入してください。 

・L型擁壁の場合 

引き出し線等で明示し、構造物名称と高さを記入。 

例：L型擁壁（H1,200）、L型擁壁(H1,200)＋目隠フェンス(H1,200)、CB２段、 

宅地境界壁(H700)等 

※シキ―ル、ミルウォール等の製品名は記載せずに製品名称で記入してください。 

 なお、名称が長くなる場合は省略も可としますが、正式名称と省略した名称を対比し

た表を明示してください。 

※Ｌ型擁壁、宅地境界壁を設置する場合は、製品の図面記入名称、高さ、底辺長さを表

にしたものを空白部に記入してください。 

・土羽等の場合 

 代表的な土羽寸法を空白部に記入。（右図参考） 

例：天端幅、法勾配、最低の高さ等に区域境界位置を図示 

・フェンス等の場合 

 フェンス種別と高さを記入 

例：メッシュフェンス（H=1,200） 

・コンクリートブロックの場合 

例：ＣＢ２段、ＣＢ３段 

※ＣＢに土圧のかかる場合はＬ型基礎構造とし、土圧の高さ（ＣＢ左右の地盤高の差）

は 20cm以下とする。 

・地先境界ブロック等 

 例：地先境界ブロック（地先境界ブロック等は高さを記入しない） 

・出入口 

 出入口として使用する延長を記入し、道路法 24 条申請及び法定外公共物使用許可等

の提出状況を記入してください。 

例：出入口 Ｌ＝10.0ｍ 道路法 24条許可申請済 等 

③ 隣接地に残る構造物については、「既設」を加える 

 「現況平面図」には区域境界に隣接する構造物の名称と天端高が記載されていますが、

「土地利用計画図」では隣接構造物名称の前に「既設」を付け残ることを明示してくだ

さい。 

※平面図に記載の文字書式及び色等で既設構造物が判断できれば「既設」の記入は無く

ても可。（凡例に記載してください） 
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④ 区域内に設置する側溝、水路等名称及び断面 

名称、断面を記入し延長、勾配は記入しないでください。 

例：管渠型側溝 300×300、U4-300×300、U型水路 300×300等（内幅、内高の順で記入） 

⑤ 水路、側溝等の流れる方向を「→」で記入（新設、既設共） 

⑥ 凡例として記載するもの 

道路、公園、緑地、空地、宅地、調整池（浸透槽）、ゴミ置場、防火水槽、建築敷地面

積等 

区域内に設置される上記項目別の面積を記入し着色で明示すると共に、面積比率を記

入してください。なお、道路内に設置される地下式雨水浸透施設等の面積及び面積比率

は（ ）書きで記入するなどして明示し、合計から抜いてください。（合計面積は開発面

積と合致します） 

⑦ 開発区域内外の道路の種別、名称、位置、形状及び幅員 

・開発区域外の道路 

 開発区域に接続する道路の種別、名称、位置、形状、現況道路幅員及び用地幅員の最

小箇所及び最大箇所の幅員を記入してください。なお、歩道がある場合は歩道幅員も記

入してください。 

例：市道内環状南大通り線、法４２条１項２号道路、法４２条２項道路 等 

・区域内に配置する道路の位置、形状及び幅員 

 区域内道路の中心線を一点鎖線で記入し、名称、延長を記入してください。 

 道路幅員は道路幅員（通行可能幅員）と道路敷地幅員（通行可能幅員に擁壁等製品幅

又は安全施設設置幅を加えた幅）を記入してください。 

 隅切りは、接続する道路の歩道有無にかかわらず道路端部から隅切りを取ってくださ

い。 

⑧ セットバックの寸法 

 セットバックがある場合はセットバック寸法を明示すると共に、現況道路の最小幅員

箇所と最大幅員箇所にセットバック後の全幅寸法を記入してください。 

 また、必要であれば図面の空欄に拡大図によりセットバックの基本の考えを明示して

ください。また、セットバック説明図（セットバック後の道路幅及び道路敷地幅、道路

管理者管理幅、開発区域等を記入したもの）を空欄拡大図で記入してください。 

⑨ 予定建築物の用途及び面積 

開発区域に建築物がある場合は、予定建築物の敷地（破線等で明示）、用途、新築・既

存の別、建築面積及び建築敷地面積を記入してください。なお、予定建築物が未定の場

合は「未定」と記入してください。 

建築物に伴う看板等の広告物がある場合は別途屋外広告物の届が必要となります。 

⑩ 調整池（浸透槽）の位置及び形状 

調整池（浸透槽）の位置、名称、敷地面積、底面積、深さを記入し、その他の関連施

設は記入しないでください。 

⑪ 隣接する河川、水路等公共施設の位置及び形状 

水路等の名称、位置 

水路に構造物が整備されている場合は二次製品名称及び断面寸法を記入してくださ
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い。 

※水路が土羽の場合は断面の記入はなし（敷高、「水の流れ（→）」は現況図に記入済で

すが、記入されていない場合はここで必ず記入してください） 

⑫ 公益的施設の敷地位置、形状、名称、面積 

対象となる公益的施設があれば記入してください。 

⑬ 樹木又は樹木の集団の位置 

開発区域が 1.0ha以上で対象がある場合は記入してください。 

⑭ 緩衝帯の位置、形状及び幅員  

開発区域が 1.0ha以上で緩衝帯の設置対象施設の場合は記入してください。 

⑮ 法面（がけを含む）の位置及び形状 

かけち対象箇所について記入してください。 

⑯ 開発行為に関する工事の位置及び内容 

対象がある場合は位置及び構造を記入してください。 

⑰ 計画高記入箇所 

・建築物敷地計画高 

・区域内道路計画高 

・道路の交点、起終点等主たる場所の計画高（道路中心位置） 

・隣接道路 

 接続道路は現況図に記入済ですが、不足する場所、出入りをしない法定外公共物等が

あれば記入してください。 

・公園等公共施設敷地計画高 

・宅地（宅地分譲） 

 １宅地毎の名称、面積、計画高を記入してください。 

※宅地計画高が水平設定の場合は記入し、水平設定でない場合は土地利用計画図では高

さの記入はしないこととします。 

⑱ 放流先河川 

放流先河川が離れている場合は区域内からの流出箇所に放流河川名等を記入し、別途

放流経路図を添付してください。 

⑲ 安全施設の記入 

・停止誘導線等区画線位置 

・ポストコーン等の安全施設設置位置及び高さ 

⑳ 消防水利の位置及び形状 

消防水利の位置及び形状は縮尺が異なることが多いため、別図で作成してください。

（縮尺があう場合は土地利用計画図内に記載しても可） 

21 都市計画施設又は地区計画に定められた施設の位置、形状及び名称 

用途地域及び地区計画が混在する場合はその境及び名称を記入してください。 

22 作成者の住所、氏名、方位、縮尺、図面種別等 
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３ 造成計画平面図の書き方（１，０００分の１以上、別図「造成計画平面図」参照） 

 

 土地利用計画図の図面に下記のものを加えてください。 

 

 追加記入するもの 

① 切土・盛土をする土地の明示 

区域内の内、「切土」する部分と「盛土」をする部分を着色してください。 

② 擁壁の位置、種類、高さ、延長、計画高 

区域境界に設置する擁壁の位置と種類、高さは記入済であるため、「延長」と「計画高

（天端）」を追加記入してください。 

③ 凡例 

凡例には、開発境界線と「切土」「盛土」を着色した色分けで記入してください。 

④ 造成計画断面図位置 

「造成計画断面図」で作成する断面位置を記入してください。 

⑤ 法面（がけを含む）の位置及び形状 

⑥ 道路中心線、幅員、中心線延長、勾配、及び交差点の計画高 

・区域内道路の名称、幅員、中心線、中心線延長、交差点の計画高は記入済のため、勾

配を追加記入してください。 

・接続する周辺道路の幅員 

⑦ 道路側溝、水路等の名称、断面、延長 

道路側溝、水路の名称、断面は「土地利用計画図」で記載しているため、「延長」を追

加して記入。また、管渠型側溝使用の場合は集水タイプ設置箇所も記入してください。 

 なお、集水桝型式も記入してください。 

※本来側溝等についての記載義務はありませんが、消去等の手間を省くため土地利用計

画図で記載したものを残すこととしました。 

⑧ 調整池、浸透槽の位置及び形状 

位置と底面積は記入されているため、サイズ（寸法）と深さを追加記入してください。 

※調整池等の形状が不整形の場合サイズ（寸法）は未記載で可（深さは記入） 

⑨ 予定建築物の用途及び面積並びに敷地形状、敷地計画高 

土地利用計画図で記入済 

⑩ 開発区域内主要箇所の計画高 

・接続道路付近の主要高さ 

・区域内側溝等の計画高（起終点及び折れ点等） 

・敷地内全体の水の流れが判断できる箇所の計画高 

・宅地（分譲）計画高 

 宅地が水平計画の場合は記入済でありますが、水平計画でない場合は１宅地毎の計画

高を記入してください。（宅地の四隅） 

⑪ 作成者の住所、氏名、方位、縮尺、図面種別等 
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４ 造成計画断面図の書き方（２００分の１以上、別図「造成計画断面図」参照） 

 

 造成計画平面図に記入されている断面位置をＡ－Ａ‘の方向に合わせて記入してくだ

さい。なお、縮尺は縦と横の縮尺が異なってもかまいません。 

 断面は最低縦横それぞれ２箇所、最低４箇所は作成するものとし、開発面積及び形状

により作成箇所を増やしてください。なお「がけち」に該当する箇所は「がけち」部分

を抽出して作成することも必要となります。 

※隣接地に河川等がある場合は河川の水路河床位置まで記入。 

 通常の横断図記載事項に加えて記入するもの 

① 区域内に設置される構造物計画 

・区域内道路 

 道路側溝位置及び道路中心線の計画、道路幅員、舗装構成等 

・接続する周辺道路 

 道路名称及び施工後の道路幅員、施工未施工境界の計画（現況）地盤高 

 セットバックがある場合はセットバック寸法 

・区域境界に設置する構造物 

 構造物の位置及び名称並びに天端計画高 

例：Ｌ型擁壁（Ｈ1,200）天端高 200.00、Ｌ型擁壁（Ｈ1,200）＋メッシュフェンス（H1,200） 

Ｌ型擁壁天端高 200.00、ＣＢ２段 FH=200.00等 

② 隣接地区外地盤高 

隣接する地区外敷地地盤高を必ず記入してください。（１宅地１地盤高） 

 隣接地が水路の場合は河床敷高を必ず記入し、擁壁根入れが確認できるようにしてく

ださい。 

③ 区域内敷地勾配又は変化点の計画高 

区域内敷地は勾配か計画高で明示してください。なお、宅地造成の場合は宅地番号と

計画高を記入してください。 

④ 雨水浸透槽 

雨水浸透槽位置及び底面計画高並びに深さを記入してください。 

⑤ がけち箇所 

隣接地の高低差が大きい場合は「がけち」対象となる場合があるため、詳細図等の提

出を求めることがあります。 

※対象箇所がある場合は、事前に断面図作成位置等の相談をお願いします。 

⑥ 切土、盛土の着色 

切土、盛土部分を色分けして着色してください。（造成計画平面図と同色） 

⑦ 切土、盛土高さの表示 

各断面の切土、盛土の最低、最高高さを明示（例：H=0.80等） 

※盛土高が１．０ｍ以上となる場合又は切土が２．０ｍ以上並びに切盛２．０ｍ以上と

なる場合は「がけち」となるため注意してください 
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５ 排水施設計画平面図の書き方（500分の 1以上、別図「排水施設計画平面図」参照） 

 

 排水施設平面図は雨水計画の図面であるため、「土地利用計画図」から雨水排水系統の

情報以外は消去したものを使用します。 

 なお宅地分譲等については、できれば「排水施設計画平面図」と「雨水排水区画割平

面図」（別図「区画割平面図」参照）は別に作成してください。 

 情報として記入するものは下記のとおりです。 

① 開発区域境界線 

② 区域内計画線 

③ 区域内雨水排水施設の製品名称、断面寸法、延長、勾配 

区域内道路側溝、横断側溝、雨水浸透施設への流出管、集水桝等 

管渠型側溝を使用する場合は集水タイプ、桝タイプの設置位置も記入してください。。 

※側溝起終点には必ず集水タイプ（桝タイプ）を設置すると共に、隅切り部の管理がで

きるよう隅切り内又は隅切りに接続する最寄りの直線部の端部どちらかに必ず集水タイ

プ（桝タイプ）を設置してください。また、上水道排泥弁からの放流先についても集水

桝又は集水タイプを設置してください。 

④ 調整池（雨水浸透施設）の位置、サイズ、底面積、深さ 

⑤ 雨水区画割線及び受け持ち面積（区画割毎に着色） 

各側溝の受持ち区画線を記入し、区画割番号（面積区画）を記入してください。 

管路番号（排水路線）を記入し、雨水排水断面確認の計算書と合致させてください。 

 管路番号は雨水浸透施設への流出管にもつけてください。 

 その他地区外流入がある場合にはその量又は面積を明示してください。 

 例：地区外流入 0.5ha、0.10㎥/sec等 

※区画割は、雨水排水計画平面図に併記又は別図でも可。（雨水排水計算書の数値と合致

することの確認をお願いします） 

⑥ 凡例（空白部に一覧表を作成） 

凡例には区画割着色の色、区画割番号、受持面積を記入、また備考欄を作り、流出区

画等を記入してください。（計算書と合致した番号及び面積を記入） 

⑦ 主要位置の計画高 

道路起終点及び交点の計画高、側溝の起終点、曲がり点の天端計画高を記入してくだ

さい。 

 宅地造成の場合の宅地計画高を水平に施工しない場合は、各宅地の四隅の計画高を記

入してください。（水平設置の場合は中心に１箇所計画高記入） 

⑧ 水の流れを「→」で記入 

道路側溝の水の流れ（特に隅切り部）及び区域内道路横断勾配、区域の雨水がどの方

向に流れるかを「→」で記入してください。 
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６ 排水施設構造図の書き方（５０分の１以上、別図「排水施設構造図」参照） 

 

 樹脂製雨水浸透施設を使用する場合は、「地下式浸透施設設置基準（案）」を参考に図

面を作成してください。 

 平面、断面、構造の外に、道路内の設置箇所の横断面図を記入してください。 

 記入箇所は管理桝と管理人孔の位置を記入し、協定書添付時には管理区分の着色がで

きる図面とします。 

 構造図作成時の注意点は下記のとおりです。 

※浸透施設を設置する場合は必ず地質調査（透水試験を含む）を実施すること。 

○ 共通事項 

① 掘削勾配を明記してください。 

掘削勾配を破線で明示してください。（掘削勾配１：０．５） 

※側溝下部が埋戻し部となる場合は、購入土（砕石０～１００、ＲＣ可）により埋戻

すこと。（道路側は発生土（良質土）埋戻し） 

※隣地への影響等を確認してください。 

② 「浸透施設底部がレキ層に至らない場合はレキ層まで掘削し、砕石に置き換えをす

る」を記入してください。 

③ 断面図横に地質調査結果を原寸（標高を合わせて）で併記してください。 

地質調査結果は、土質と厚み、地下水位置を断面（標高）に合わせて断面図横に記入

してください。（地下水が見られない場合は「地下水無」と記入） 

※地質調査管口標高から、現況地盤でどの位置にレキ層があるか確認できるようにして

ください。 

④ ＨＷＬの記入 

浸透槽計算で算出されるＨＷＬを記入 

⑤ 隣地境界又は上下水道取付管からの離れ 

隣地境界及び上下水道取付管からの離れが２．０ｍ以上あることを記入してくださ

い。 

※隣地境界からの離れは、「排水施設計画平面図」等他の図面に記載されても結構で

す。通常は平面図に「隣地境界から○○．○ｍ」「下水道取付管から○○．○ｍ」と

記入してください。 

⑥ 浸透槽底面から地下水位位置が０．５ｍ以上あることの記入 

断面図に記載される柱状図に水位が記入され数値が明記されているので、水位から

浸透槽底面までの距離を記入してください。なお、地下水位が確認できない場合は、

「地下水位から５０ｃｍ以上確保する」と記入してください。 

⑦ 管理人孔 

・使用する製品はＴ－２５対応製品とし、角桝の使用も可とします。 

・マンホール片面斜壁のＨ＝３０ｃｍは使用できません。 

・調整リング（T=10cm 以上）１個を必ず設置してください。（調整リング(T=5cm)は

使用不可） 

・人孔鉄蓋と調整リングの間には無収縮モルタル（2～6cm）を使用し、道路横断勾配
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に合わせて施工してください。 

※鉄蓋は「地下式浸透施設設置基準（案）」を参照 

⑧ 管理桝 

・使用する製品はＴ－２５対応製品とします。 

・「桝タイプ別管理桝構造図」のように管理しやすい構造としてください。また、管

口フィルター（１～３メッシュ）製品はある程度の強度があるものを使用し、水圧等

で凹みが生じないものを使用してください。 

・グレーチング蓋は原則１１０°又は１８０°開閉式とし、普通目を使用してくだ

さい。（ボルト締は使用しない） 

 

○ 地下式樹脂製雨水浸透施設の注意事項 

① 施設の平面図、断面図（断面は最低縦１断面、横１断面） 

② 使用する浸透施設名 

製品名、型式、Ｔ－２５対応の確認及び寸法（幅、長さ、高さ） 

③ 管理人孔の構造 

管理人孔の構造図を記入（マンホール形式、浸透桝形式、Ｔ－２５対応等） 

鉄蓋の下に無収縮モルタルを 2～6cm施工してください。 

④ 管理人孔蓋の型式 

使用する蓋の構造名称を記入してください。また、T－２５対応であることも確認し

てください。（「地下式浸透施設設置基準（案）」参照） 

⑤ 管理桝の構造 

管理桝の構造図を記入してください。（管口フィルター設置を明示） 

※別途その他構造図に記載でも可 

⑥ 設置位置の明示 

道路内に設置する場合は道路中心線から半分の区域内に設置することとなっている

ため、どの位置に設置するのかを明示してください。 

※土留等を施工する場合は別途標準構造図を添付してください。 

⑦ 透水シート 

透水シートは長繊維不織布 4mmを使用してください。（図面に明示） 

⑧ 計画高記入箇所 

計画高の記入箇所は、管理人孔天端、雨水浸透槽底面及び上面、管理人孔から浸透槽

への接続管管底、管理桝から管理人孔に流入する管の上下流管底高、管理桝天端高を

記入してください。 

⑨ その他注意事項 

・樹脂製雨水浸透施設の上に直接道路側溝を載せることはほとんどのメーカーが不

可としているため、一定の土被りを確保してください。なお、一部メーカーは可とし

ているところもあるため、必ずメーカーに確認した上で図面を作成してください。 

・樹脂製雨水浸透施設の上に直接路盤工を施工することは、ほとんどのメーカーが不

可としていることから、発生土路床埋戻（良質土）を１～２層（20～40cm）確保して

ください。（メーカーにより使用機械制限等により対応する場合もあります） 
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○ 地下式砕石浸透槽の注意事項 

① 施設の平面図、断面図（断面は最低縦１断面、横１断面以上とし、道路横断面には管

理桝及び上水道管、下水道管の位置も記入してください） 

設置位置及び寸法、深さ、底面積 

※道路内に設置する場合は掘削の位置、施工方法を考慮し、設置位置を決定してくだ

さい。民地側は浸透施設が民地に入らないように計画してください。（掘削の施工誤

差や掘削勾配もあるため、６ｍ道路での底面最大３．０ｍ幅の浸透施設は造れないも

のとする） 

② 管理人孔の構造 

管理人孔の構造図を記入（マンホール形式、浸透桝形式、Ｔ－２５対応） 

③ 管理人孔蓋の構造 

使用する製品名と型式を記入してください。また、T－２５対応であることも確認し

てください。（「地下式浸透施設設置基準（案）」参照） 

④ 管理桝の構造 

管理桝の構造図を記入してください。（管口フィルター設置を明示） 

※別途その他構造図に記載でも可 

⑤ 単粒砕石使用雨水浸透槽の場合の路床の取扱い 

市の管理する道路内に設置される単粒砕石雨水浸透槽上部埋戻しは、路床部（路盤下

部から 1.0ｍ）については購入土（砕石 0～100※再生材可）で埋め戻すこととし、図

面に明記してください。 

⑥ 透水シート 

透水シートの指定はないが、透水シートの上面に直接砕石埋戻し又は路盤工を実施

する場合は、浸透施設上面のみ長繊維不織布 4mmを使用してください。 

⑦ 計画高記入箇所 

計画高の記入箇所は、管理人孔天端、雨水浸透槽底面及び上面、管理人孔から浸透槽

への接続管管底、管理桝から管理人孔に流入する管の上下流管底高、管理桝天端高を

記入してください。 

⑧ 透水管位置及び管種、管径 

透水管を設置する場合は、設置位置、管種、管径を記入してください。 

マンホール設置位置、透水管終点位置、キャップ等の記入をしてください。 

⑨ 浸透施設の浸透計算 

浸透施設の浸透計算は原則、底面積による立方体計算で算出してください。 

掘削勾配分は埋戻しの施工承認分としています。どうしても台錐計算をしたい場合

は事前に協議を行い、承諾を得てから申請してください。 

⑩ その他注意事項 

・道路内の地下式砕石浸透槽の深さは、道路側溝天端から浸透施設掘削底面までの距

離を３．０ｍ未満とし、設置を検討する場合は、事前に協議を行ってください。 

・流入管（管理桝から管理人孔への流入管）は、単粒砕石部内に入ってはならない。 
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○ 雨水浸透施設（浸透池）の注意事項 

擁壁を使用した浸透池の深さが２．０ｍ以上になる場合は事前に相談をお願いしま

す。 

① 施設の平面図、断面図（断面は最低縦１断面、横１断面） 

・設置位置及び寸法、深さ、底面積 

・浸透槽に設置する構造物の製品名、寸法、基礎構造、天端高さ、根入れ 

・管理幅（2.0ｍ以上）に設置するコンクリート構造物 

・フェンス名、高さ（1.8ｍ以上）、フェンス基礎構造（宅地境界壁使用可） 

・出入り口位置及び門扉開閉方向及び幅 

※出入口に宅地境界壁の段差（天端と地盤高の差）が２０ｃｍを超える場合は構造に

ついて事前に協議してください。 

・流入管接続位置、製品名称、寸法、勾配及び管底高 

・断面図位置 

・流入箇所ふとん篭設置位置 

・ステップ設置位置（浸透面に降りるステップ設置位置） 

・区域境界線 

・隣接地地盤高を必ず記入 

※掘削勾配 1：0.5を破線で記入し、隣接地に影響を及ぼさないことを確認してくだ

さい。 

② 浸透施設上面平場に打設するコンクリート、砕石基礎の構造 

浸透施設上面平場に打設するコンクリートは 10cm以上とし、ワイヤ―メッシュ 

（φ5mm ピッチ幅 15cm 重ね幅 225mm、φ4mm ピッチ幅 10cm 重ね幅 15cm以上）を使

用してください。 

コンクリート下部に砕石基礎を１０ｃｍ以上施工 

③ Ｌ型擁壁使用時の背面排水 

浸透施設にＬ型擁壁を設置する場合は背面排水を設置してください。 

製品継目部分についても透水シートの施工をしてください。 

④ 浸透底面に使用する材料 

浸透底面は割栗石又は単粒１号（80～60）を使用してください。 

⑤ 浸透施設への出入口が道路に接していないとき 

道路から出入口の間に幅３ｍ以上の管理用通路を設け、構造は厚さ１０ｃｍ以上の

セメントコンクリート又は開発区域内の道路と同等の構造としてください。また、区

域内道路接続部に安全施設（バリカー等）を設置してください。（柱タイプは２本以

上） 

〇参考 

① 樹脂製雨水浸透施設の空隙率 

 浸透施設の設計に使用するプラスチック製雨水浸透施設の空隙率は、各メーカーの空

隙率を使用しますが、有効桁数は少数点以下２桁とし、３桁目は切り捨てとしてくださ

い。 

② 流出係数 
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 大田原市において使用する流出係数は、栃木県開発許可事務の手引き（令和４年４月）

Ｐ１５２の「ｂ 流出係数」に基づき算出するものとします。 

 その他大田原市の独自規定 

・宅地造成（区域全体）       ０．６５ 

・太陽光発電施設造成（区域全体）  ０．９０ 

 

※流出係数は栃木県開発許可事務の手引き（令和４年４月）Ｐ１５２の「ｂ 流出係数」

に基づく面積との加重平均により算出することになりますが、将来の敷地舗装、建築物

の増築による雨水量の増大を考慮し余裕のある流出係数を採用することをお勧めします。 
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７ 給排水計画平面図の書き方（別図「給排水施設計画平面図」参照） 

 

 公共下水道等処理区域内の宅地分譲の場合は、給排水（上水道、下水道）のみで図面

を作成することを原則とします。 

 給排水（上水道、下水道）のみで図面作成を行う場合は、区域内計画線のみ記載した

図面に、上水道、下水道計画線及び雨水浸透施設の位置を記載した図面とします。 

 平面図作成時の注意点は下記のとおりです。 

① 上水道管の記載事項 

・接続する既設配水管の位置及び管種、管径 

・新規配水管の位置及び管種、管径並びに制水弁、排泥弁、空気弁、消火栓等の位置 

・給水管及び止水栓の位置並びに給水管種及び管径 

※給水管種及び管径が未定の場合は「管種、管径未定」と記入してください。 

※排泥弁の接続先には必ず集水桝又は集水タイプ、桝タイプ側溝の設置があることを確

認してください。 

※上水道施設は事前に上下水道課施設管理担当（水道工務係）と協議を行ってください。 

② 下水道管の記載事項 

・接続する既設管及びマンホール位置、枝線番号、管径、管種、勾配、マンホール間延

長 

・新規埋設管の埋設位置、管径、管種、勾配、マンホール間延長、マンホール位置及び

マンホールＮＯ並びにマンホール天端高さ 

・公共汚水桝設置位置及び公共汚水桝深さ、取付管設置位置及び本管からの延長（公共

汚水桝深さは側溝天端から公共汚水桝上流側管口管底高までの計画深さ（最低 1.0ｍ）

とし、施工は側溝天端から 10～20cm、また宅地地盤より 10cm 以上高い位置まで施工し

てください） 

※公共汚水桝深さは、計画時は側溝天端から公共汚水桝上流側管口管底高までの計画深

さ（最低 1.0m）を記入し、竣工図には設置した公共汚水桝蓋天端高から公共汚水桝上流

側管口管底高までの施工深さを記入してください。 

※下水道関係施設は平面図、縦断図、横断図、マンホール構造図、取付管詳細図等を添

付し、上下水道課下水道維持係と協議を行ってください。（別紙「下水道図面作成例」参

照） 

③ 雨水浸透施設 

・道路内の雨水浸透施設の場合は浸透槽位置及びサイズ、深さ、底面積を記入してくだ

さい。 

・開渠の浸透槽、調整池の場合は位置とサイズ及び底面積を記入してください。 

④ 注意事項 

・開発事前協議申請時には下水道の関係図面（縦断図、構造図等）各１部を添付してく

ださい。事前に下水道課と協議している場合は提出不要です。 
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８ 各種構造図の書き方 

 

① 道路標準断面図 

道路を築造する場合は「道路標準断面図」を作成し、幅員構成、舗装構成、横断勾配、

埋設される占用物（上水道、下水道管）の設置位置、埋設深さ等を記載してください。 

② 側溝構造図（市が管理する施設は、管渠型側溝使用を原則とし最低 300×300の断面

とする） 

標準タイプ構造図及び桝タイプ構造図（集水タイプは省略しても可） 

管渠型側溝の場合は、集水桝に替えて桝タイプを使用することも可。 

自由勾配側溝を使用する場合も管渠型側溝と同様の表面仕上げをした製品を選んで

ください。 

※道路横断部及び車両の出入りが多い場所は基礎コン 10ｃｍを施工してください。 

③ Ｌ型擁壁構造図 

・Ｌ型擁壁は車道用を使用します。（上載荷重 10KN/㎡） 

・埋戻し土、基礎地盤の対象を記入してください。（例 埋戻土：砂質土、基礎地盤：

粘性土） 

・構造図には、Ｌ型擁壁背面排水構造の止水コンクリート、砕石等寸法も記入してく

ださい。 

ただし、排水先が個人住宅の場合は擁壁背面水の放出はしなくても可。（要協議） 

・最小根入れは必ず記入してください。 

※根入れは「栃木県開発許可事務の手引き」で５０ｃｍ以上としていますが、大田原

市では「メーカー推奨の値以上とすることができる」としておりますので、事前に協

議をお願いします。 

・隣接地に水路（道路側溝を含む）が設置されている場合は水路製品下端から３０ｃ

ｍ以上の根入れを確保してください。 

・土水路の場合は水路敷から必要根入れを取ること。 

・Ｌ型擁壁の隅角部については、「がけち」対応の場合は正式な構造を図面として提

出してください。「がけち」対象でない場合は、一体化による構造図を提出してくだ

さい。 

・２０ｍ以上連続してＬ型擁壁を設置する場合は展開図を添付してください。 

④ コンクリートブロック積擁壁構造図 

コンクリートブロック積の構造は「手引き」P182～194を参照し、P190の標準図に基

づき作成してください。隅角部については P192 に基づき図面を作成してください。

また、「根入れ」及び「水抜き穴」等についても抜けが無いよう記入をお願いします。 

１０ｍ以上連続してコンクリートブロック積を設置する場合は展開図を添付してく

ださい。 

⑤ ＣＢ（コンクリートブロック）構造図 

ＣＢに土圧がかかる場合（ブロック左右の高さの差）は、土圧がかかる部分を２０ｃ

ｍまでとし、基礎構造をＬ型とすることとしている。２０ｃｍ以上の土圧がかかる場

合はＬ型擁壁等を使用してください。（底面は最低 35ｃｍ） 
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鉄筋は丸鋼又は異形棒鋼のφ9mm以上を使用、ＣＢ空洞部分及び天端部を充填する記

述も忘れずに記載してください。 

なお、1.2m 以上（ブロックの段数ではなく、地盤の低いところからブロック天端ま

で）のＣＢを設置する場合は建築基準法に従った構造としてください。 

※大田原市ではＬ型擁壁の天端にＣＢを設置することを認めておりません。Ｌ型擁

壁に平行してフェンスを設置する場合は独立基礎又はＬ型擁壁をフェンス基礎付の

もので対応をお願いします。 

 

⑥ フェンス設置構造図 

使用するフェンスの幅、高さの寸法及び基礎寸法並びに基礎埋込寸法等を記入して

ください。 

※目隠しフェンス等風抵抗の大きいものは、地盤と基礎の位置及び柱の埋込寸法も

記載してください。 

また、人の転落防止目的のフェンス等はＨ＝1.1ｍ以上のものを使用してください。 

※フェンス留め金具設置方向を考慮し施工してください。 

⑦ 歩車道境界ブロック、地先境界ブロック等構造図 

基礎コンクリート、砕石基礎、モルタルの施工寸法を記載し、隣地境界部では基礎張

り出し幅に注意してください。 

※ブロック天端と地盤に高低差を設ける場合はその寸法を記入してください。 

⑧ 土堰堤構造図（畦畔工） 

土羽の上部幅、法勾配、高さ、開発区域境界線からの離れを記載してください。 

高さの調整を行う方向の幅は最小値と最大値を記入してください。（300～800等） 

⑨ ゴミ置場構造図 

ゴミ置場敷地及び周囲に設置する構造物及び底面構造並びに倉庫等の図面 

⑩ 協定書用の排水施設構造物（複数の地下式雨水浸透槽の設置がある場合） 

分譲地等で地下式浸透槽の設置箇所が複数となる場合は、道路標準断面図に雨水浸

透槽、管理人孔、管理桝及び取付管を記載したものに、設置予定浸透施設の平面、断

面を記載したものを作成してください。できるだけ枚数を少なくしたもので協定を

結びます。 

⑪ 防火水槽構造図 

一般的な二次製品防火水槽寸法図及び基礎構造の図面の外、敷地構造の図面を添付

してください。（取水口２箇所が標準） 

敷地全体に１０ｃｍの砕石基礎及び１０ｃｍのコンクリート（ワイヤ―メッシュ使

用）を施工し敷地境にフェンス（Ｈ＝１．２ｍ）を設置してください。 

また、防火水槽看板（Ｈ＝１．０ｍ以上）及び入口道路に駐車禁止の路面標示を設置

してください。 

⑫ 公園詳細図 

公園の平面図、横断図及びクレー舗装断面図、出入口構造（フェンス、車止めを含む）

を記載してください。 

公園の設置施設、配置及び構造については、都市計画課都市施設係と協議し了承を受
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けてください。 

 

 

９ 公図の写しの書き方 

① 提出する公図は、原本若しくは、法務局備付けの公図のとおり着色・転写者氏名を記

載した写しを添付してください。（「登記情報 923サービス」を印刷したものについて

も使用可） 

② 申請地を着色線で囲ってください。 

③ 区域内全ての土地の地番、所有者、地目、地積を記入してください。 

④ 隣接地には全て地番、所有者、地目、地積を記入してください。 

※申請区域に点で接する場合も隣接地となります。 

⑤ 区域内及び隣接地に国県道、市道、認定外道路、水路等がある場合は、管理者も記入

してください。 

※管理者は、「栃木県」、「大田原市」、「関東財務局」、「大田原市土地改良区」等があ

ります。特に「認定外道路」及び「水路」の場合は土地所有者と管理者を記入するこ

ととなりますので注意してください。 

 

10 周辺道路への接続について 

① 雨水は区域内から区域外への流出をさせないことが原則であるため、適切な距離に

おいて周辺道路の現況高さよりも低い位置に接続部の計画高を設定してください。

（場所によっては周辺道路よりも高くする場合もありますが、目的は「区域内から区

域外への流出をさせない」ことになりますので、区域境界に設置する横断側溝等の有

無と合わせて検討をお願いします） 

② 周辺道路への接続は、通常、道路法第 24条の申請又は法定外公共物の自費工事の届

出が必要となるため、事前に担当課と協議することが必要となります。 

開発行為等事前協議の段階では、「協議中」で申請可能でありますが、協議により区

域全体の図面修正が必要となる場合がありますので、できるだけ「開発行為等事前協

議申請」の前に協議を終了させるようお願いいたします。 

なお、担当課と協議が整えば上記①は対象外とすることが可能です。 

③ 接続する周辺道路に歩道が設置されている場合の隅切り設置について 

分譲住宅の区域内道路を歩道付の周辺道路へ接続させる場合は、歩行者・自転車の視

距を確保する点から、道路端部から「栃木県開発許可事務の手引（令和３(2021)年４

月）」Ｐ１４１の隅切りを設置してください。（別図「道路取付部詳細図」参照） 

④ 停止誘導線設置位置 

停止誘導線設置位置及び寸法は「道路取付部詳細図」を参照してください。 

⑤ 周辺道路から雨水の流入が発生する場合 

担当課と協議した結果、周辺道路から雨水の流入が発生する場合は、流入区域の面積

又は流量を区域内で処理するよう計算書を作成してください。 

⑥ 交差点からの接続距離 

宅地分譲区域内道路の周辺道路への接続箇所が周辺道路交差点から 40ｍ以上離れて
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いない場合は、事前に協議してください。 

 

 

11 開発区域周辺に開発可能な土地が存在し、かつ将来的に通り抜けできる道路整備に

支障がない形状の区画内道路を設置する場合の行き止まり部構造について 

 将来通り抜けできるための区画道路行き止まり箇所は、将来通り抜け道路として接続

するための道路として、構造は将来の接続工事を考慮した構造としてください。 

① 開発区域境界に設置するＬ型擁壁等構造物については、道路幅員と合わせて設置し

てください。（撤去しても民地に影響しない構造とし、基礎コンクリート等には伸縮

目地等で縁切を行うこと） 

② 既設の道路に接続する場合は、既設道路の影響部について事前に調査を行い、対応を

道路管理者と協議すること 

 

12 その他 

① 工事完了検査後、竣工時のＰＤＦ図面一式をＣＤで提出してください。 

事前協議提出図面を完成時に訂正した図面一式をＰＤＦで、土地利用計画図の着色

を削除した図面及び道路幅員詳細図（参考図）はＳＦＣ又はＤＸＦ形式のＣＡＤ図面

を提出してください。 

② 開発区域に隣接して認定外道路等（道路後退がある路線）については、参考図として

「道路幅員詳細図（参考）」（Ｐ２７）を作成し提出してください。 

③ 宅地分譲で道路及び公共施設内に雨水浸透施設を設置した場合は、帰属手続き終了

後管理者に使用許可申請を行うこと。 

④ 公共施設内に設置された雨水浸透槽については、管理人報告書（様式１６号）を提出

し、点検報告書を毎年５月末日までに都市計画課開発指導係に提出すること。 
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図面一覧 

〇図面製本順序（令和４年「手引き」P51～53参照） 

NO 図   面   名   称 縮  尺 作成例頁 

1 位置図 50,000分の 1以上  

2 公図写し  Ｐ２１ 

3 求積図 1,000分の 1以上  

4 開発区域図 2,500分の 1以上  

5 現況図 2,500分の 1以上 Ｐ２２ 

6 公共施設新旧対照図 1,000分の 1以上  

7 土地利用計画図 1,000分の 1以上 Ｐ２３ 

8 造成計画平面図 1,000分の 1以上 Ｐ２４ 

9 造成計画断面図 200分の 1以上 Ｐ２５ 

10 雨水排水施設計画平面図 500分の 1以上 Ｐ２６ 

11 雨水排水区画割平面図 500分の 1以上 Ｐ２７ 

12 排水施設構造図（雨水浸透槽構造図） 50分の 1以上 Ｐ28、29 

13 給排水施設計画平面図 500分の 1以上 Ｐ３０ 

14 がけの断面図 50分の 1以上  

15 擁壁の断面図 50分の 1以上  

16 その他構造図   

17 計算書（雨水、汚水流量、構造計算等）   

18 
地質調査報告書（位置図、柱状図、透水

試験データ、写真等） 
  

19 関する工事の施工図   

20 
その他市長が必要と認める図書 

予定建築物の平面、立面図及び求積表 
  

    

 

○参考資料 

NO 図   面   名   称 縮  尺 作成例頁 

 道路幅員詳細図（参考図）  Ｐ３１ 

 公共下水道図面作成例  Ｐ３２ 

 防火水槽構造図  Ｐ３３ 

 道路取付部詳細図  Ｐ３４ 

 雨水浸透槽設置限界（樹脂製）  Ｐ３５ 

 雨水浸透槽設置限界（単粒砕石）  Ｐ３６ 

 道路標準断面図  Ｐ３７ 

 土堰堤構造図  Ｐ３８ 
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記入するもの（通常の現況平面図に加えて必要なもの）

・上水道制水弁、消火栓及び下水道マンホール位置、電柱位置等
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図 面 名

大田原市本町1-1-1

大田原設計株式会社

所 在 地
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分譲地等統一された管径・管種の場合は省略可

既設 DIP φ200 既設 DIP φ200

・上水道給水管はPP φ20により施工

配水用ポリエチレン管

ダクタイル鋳鉄管（Ｋ種）

HPPE

DIP(K)

記入例管 種

新設配水管記入例

HPPE φ75

④

②① ③

② 管径（単位 mm）

③ 制水弁

上水道配水管の記入方法

① 配水管管種

④ 給水管位置

NO.5

NO.6NO.3

φ200(VU) i=4.0‰ L=26.90m

① ② ③ ④ NO.2

一
九
九
．

九
一

⑤
一
九
九
．

六
七

NO.1

⑤

⑥ ⑥

公共汚水桝・取付管の記入方法

一九九．六九
ＮＯ.1

⑦ ⑧ ⑨

⑤

⑥

⑦

⑧

2.50 4.70 1.0 （防護蓋）

⑩

下水道本管の記入方法

・下水道取付管はVUφ150mmを使用して施工

・公共汚水桝はφ200の樹脂蓋（市章入り）を標準とします。

※防護蓋設置箇所は該当箇所に明示します

・下水道本管から取出しを行う箇所（支管設置箇所）は、

1.0m以上の間隔を取ります。

大田原５－５５号枝線

33,680 11,220 24,780 20,120

既設H.P φ200 L=33.68m i=3.5‰ 既設H.Pφ200 L=44.90 3.5‰

NO.2

NO.1

φ
2
0
0(

VU
)

i
=
4.

0‰
L
=3

1.
7
5m

一九九．二八

φ
2
0
0(

VU
)

i
=
4.

0‰
L
=4

0.
9
0m

φ
20

0
(V

U
)

i=
4
.0

‰
L
=
40

.
90

m
一九九．六七

φ
2
00

(
VU

)
i=

4
.0

‰
L=

3
1.

75
m

一九九．九一一九九．七七

NO.4

二ＯＯ．二三
割込Ｍ割込Ｍ

二ＯＯ．三八

2.5 22.7 1.00
5.3 23.7 1.00

5.3 19.7 1.00

2.5 22.7 1.00

2.5 20.7 1.00

2.5 4.7 1.00

5.3 23.7 1.00

5.3 19.7 1.00

5.3 19.8 1.00

5.3 3.7 1.00

2.5 21.0 1.00

5.3 3.7 1.00

5.3 20.0 1.00
2.5 21.0 1.00

2.5 4.7 1.00

2.00 0.0 1.002.1 0.0 1.002.6 0.0 1.00

2.5 3.4 1.00（防護蓋）

2.5 20.7 1.00

4
,7

00

2,500

③ 本管管勾配（パーミリ表示）

本管の記入方法

④ マンホール間延長（Ｍ芯～Ｍ芯）

⑤ マンホール天端高（標高、漢字表記）

② 管種（ VU、 H.P等を（）書き）

⑥ マンホールＮＯ（上流から NO.1、 2の順）

※ ⑦ ⑧ ⑨ の 順 に １ 文 字 づ つ の ス ペ ー ス を 空 け て 記 入

（ 上 記 記 入 方 法 参 照 ）  

Ｐ３０ 

⑩ 公共汚水桝蓋種別（防護蓋使用の場合のみ記入）

⑦ 取付管長（本管中心～公共汚水桝側面）

公共汚水桝・取付管の記入方法

（上記記入方法参照）

※⑤⑥はマンホール設置箇所に近い場所の空欄に記入

（上記記入方法参照）

※マンホール間中心付近に①②③④の順に記入

一つの開発で設置するマンホールは全て通し番号

⑧ 上流側マンホール中心から支管中心までの距離

⑨ 公共汚水桝深さ（最低 1.0m：側溝天端から公共

汚水桝上流側管口管底高）

① 本管内径寸法 (mm）

FH=199.80

315.14㎡

宅地12 宅地番号

宅地計画高

宅地面積

凡 例

※止水栓及び公共汚水桝は道路側溝

から1.0ｍ以内に設置

本管

マンホール
下
水
道

公共汚水桝

開発区域境界

雨水浸透槽

上
水
道

止水栓

配水管

制水弁

1： 500

給排水施設計画平面図

図面番号

縮 尺

整理番号

作成年月日

事 業 者

作 成 者

図 面 名

大田原市本町1-1-1

大田原設計株式会社

所 在 地

事 業 名



19-258

19-257

19-256

19-259

19-260

19-246

19-245

19-244

19-243

19-242

PK-51

PK-52

19-212

19-211

19-210

19-209

19-208

19-207

19-206

19-205

19-204

19-203

19-202

19-201

19-200

19-199

19-198

19-197

19-196

19-195

19-192

19-191
19-190 19-189

19-188

19-187

19-186

19-185

19-184

19-146

19-144 19-142

19-57
19-58

19-59

19-60

19-61

19-62

19-63

19-64

19-65

19-48

19-50
19-49

19-5119-66

19-7219-71

19-73

19-74

19-7619-84

19-75

19-123

19-122

19-121

19-213

19-194

19-193

19-145

所在：大田原市○○地内SB.16

SB.15

SB.14

SB.13

SB.12

SB.11

SB.7

SB.6

SB.5

SB.4

SB.3

SB.2

SB.1

SB.8

SB.9

SB.10

Ｐ３１ 

道路幅員参考図 S=1:300（A3） 台帳番号

5.
85

0.
34

6.
19

法定外公共物（道路）

（法４２条２項道路）

市道大田原○○号線

3.
00

3.
0 0

3.00

3.00

2.00

6.61

3
.00

2.3
1

5.31

4.57
5.56

0.99

6.
01

5.
76

3.27
2.00

1.27

3.66
0.35

4.01

3.00 5.48

5.
88

3.40

0.
12

2.48

2.00

現況道路中心線

開発後道路境界線

現況道路境界線

道路後退線

凡 例

19-193

19-192

19-191
19-190

19-5119-66

19-71 19-72

SB.6

①線と②線の中心線 ③線と④線

の中心線

⑥線と⑦線の
中心線

③線と⑤線の中心線

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

道路後退線

道路後退線

中心線から道路後退寸法の平行線

現況道路中心線作成方法

19-206

現
道
1/2

2.00m

1.27m

3.27m
後
退
後
道
路
幅

道
路
後
退
寸
法

SB.10

（法定外公共物）

道路後退詳細図

19-186

19-185

19-61

19-62

19-63

SB.3

道路後退詳細図

（市道部）

3.00m

道
路
後
退
寸
法

現
道
1/2

開
発
後
道
路
幅

余
裕
幅

3.00m

2.48m

5.48m

中心線とは、線と線の中心を通る線

θ° θ/2
θ/2

中心線の考え方

19-191

19-66

③

⑤



路線名は接続する路線の番号

3.
60

1.00

2.00

1.00

1.
00

2.
30

1.
00

1.
00

2.
00

0.90

2.
30

8.00

1.
80

大田原第2 号 枝線

2.
0‰20

0

2.
0‰20

0

本管φ200 DP=1.41 本管φ200 DP=1.30

本管φ200 DP=1.23

本管φ200 DP=1.77

本管φ200 DP=1.97

50
0

49
8

500

No.500-1

NT
T
2条

1段

DP
=1
.0
3～

1.
53

助川

鈴木

鈴木

納屋

納屋

岸

B

T

K

納屋

渡辺

Ｐ ３２  
1:500

図面種別

実施 設計

工事箇所

工 事 名

縮 尺

図面番号 34 葉中之 6

・

平面図 ・ 縦断面図 ・ 横断面図

1:100

1:500
1:100

平成 年度

・

平 面 図

縦 断 面 図 縮 尺 横 1:500
縦 1:100

D

D

E

E

C

C

B

B

A

A

横 断 面 図 縮 尺 1:100

A - A B - B

C - C D - D

E - E

縮 尺 1:500

大田原市 大滝

楕円マンホール

３号マンホール

東 電

NTTケーブル並人孔

消 火 栓
制 水 弁

水道管並

ボーリング地点

既 設 路 線

計 画 路 線

実 施 路 線

汚水桝及び取付管

小口径マンホール

２号マンホール

１号マンホール

名 称凡 例

凡 例
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追
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.
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51.90

土 留 工

200
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200
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206.853

NT
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下水道用硬質塩化ビニル管 砂基礎360°巻

1
.
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7

1
.
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1
.
8
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1
.
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1
.
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1
.
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2
.
0
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1
.
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副
管

φ
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0 H=
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0
.
3
1

0
.
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No.
1
1号

マ
ン
ホ
ー
ル

内
径
90
cm

深
1.
61

No.
2
1号

マ
ン
ホ
ー
ル

内
径
90
cm

深
1.
67

No.
3
1号

マ
ン
ホ
ー
ル

内
径
90
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深
1.
70

No.
4
1号

マ
ン
ホ
ー
ル

内
径
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深
1.
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No.
5
1号

マ
ン
ホ
ー
ル

内
径
90
cm

深
1.
95

500498

No
.5
00
-1

1号
マ
ン
ホ
ー
ル

内
径
90
cm

深2.
95

500

2000

1000 1000

2000

1000 1000

2000

1000 1000

2300

1300 1000

3600

1800 1800

AｓAｓ AｓAｓ

AｓAｓ Aｓ

AｓAｓ

B

K

T

B

K

T

T

B
K

K

B

T

J

J

J

J

横
断
管
φ
50
0
DP
=0
.5
7

横
断
管
φ
15
0
DP
=0
.4
3

51.90

No. 1

No. 2

No. 3

34.90

31
.9
0

50
.9
0

No. 4

27.90

H=1.50

鉄蓋
H=1.50

H=1.00

H=1.20
鉄蓋

No. 5

ア
500

2002.0‰197.50

▽210.60

鈴
木
宅

H=
1.0

0

助
川
宅

H=
1.
50

鈴
木宅

H=
1.
50

▽209.60 ▽209.63 ▽209.52

岸
宅

H=1
.2
0

・開発区域内の管渠勾配は５‰を標準とする。

・路線が複数となる場合は、路線名にア、イ、ウ

の順に名前を付ける

設置箇所及び汚水桝深さ

宅地地盤高

汚水桝取付管位置

ア

（下水道図面作成例）



防火水槽構造図 s=1:60

Ｂ－Ｂ’断面 S=1:60

掘
削
勾
配

1:
0.
5

掘
削
勾
配

1:0.5

購入土（RC100)埋戻し

良質土埋戻し

Ａ－Ａ’断面 S=1:60

50～100

掘
削
勾
配

1:0.5 掘
削
勾
配

1:
0.
5

平面図 S=1:60

コンクリート（N18-8-25) T=10cm

基礎砕石（ＲＣ４０） T=10cm

二次製品外径

管渠型側溝 300×300 →

防火水槽標識

防
火

水
敷

地
幅

宅
地

境
界

壁
＋

ﾌ
ｪ
ﾝｽ

(H
90

0)

防火水槽敷地長さ(宅地境界壁+ﾌｪﾝｽ(H900)
宅

地
境

界
壁

+ﾌ
ｪ
ﾝｽ

(H
90

0)

＋
余

裕
幅

標
示

板
基

礎
幅

250又は製品基礎幅 250又は製品基礎幅

250又は製品基礎幅

二
次

製
品

外
径

道路

防火水槽標識

基礎砕石（ＲＣ４０） T=10cm

コンクリート（N18-8-25) T=10cm

FH=100.00

FH=100.25

GH=100.00

FH=100.25

GH=100.00

宅地境界壁+ﾌｪﾝｽ(H=900)

FH=100.00
FH=99.92

宅地境界壁+ﾌｪﾝｽ(H=900)

宅地境界壁+ﾌｪﾝｽ(H=900)

250又は製品基礎幅

二次製品外径

防火水槽敷地幅

防火水槽敷地長さ

二次製品外径

防火水槽標識

良質土埋戻し 良質土埋戻し

製品基礎幅
250又は250又は

製品基礎幅

Ｐ ３ ３ 

敷地表面構造図

ワイヤ―メッシュ (100× 100 線径4mm以上）

コンクリート(18N-8-20)

砕石基礎（RC40）

1
00

以
上

1
00

以
上

＋余裕幅
標示板基礎幅

・防火水槽敷地全体を宅地境界壁等で囲んだ場合は敷地内を舗装とすることができる。

舗装構成は表層5cm、下層路盤工35cm以上の舗装構成とする。

・駐停車禁止の路面標示は、事業所等駐車場内に防火水槽を設置した場合は防火水槽製品上部に

設置することとし、宅地分譲等は防火水槽前面道路に駐停車禁止の路面標示を行うこととする。

・フェンスの高さは０．９ｍ以上、敷地計画高から１．０ｍ以上とする。

・防火水槽は取水口２箇所の製品を標準とする。

防火水槽設置に当たっては、那須地区消防組合の指導に従うこと。

・分譲地等に設置する場合は、防火水槽の長い面が道路に面するよう配置することを推奨する。

大田原市の開発行為における指導事項は下記のとおり

・防火水槽敷地は道路側を除き、フェンスで囲む。（分譲地等）

※フェンス基礎及び防火水槽標識は防火水槽二次製品外径の外側に製品を設置する。

・敷地長さ及び敷地幅は、防火水槽二次製品外径＋25cm×2を最小幅とする。なお、境界に設置

する製品等の寸法が25cm以上の場合は防火水槽二次製品外径＋両端製品幅以上とする。

Ｂ’

Ａ’

Ｂ

Ａ



道路取付部詳細 S=1:200

「２道路及び街区計画に関する基準」、「（２）道路の構造」、

隅切りは、栃木県開発許可事務の手引き第５章「開発行為の技術基準」、

接続道路に歩道がない場合

停止誘導線

5,
00
05,000

道
路

幅
員

6
,
0
0
0

道
路

幅
員

6
,
0
0
0

6,0006,000

管
渠

型
側

溝

管
渠

型
側

溝

接続道路に歩道がある場合

Ｐ３４ 

停止誘導線

5,000

歩
道

幅
員

3
,
0
0
0

道
路

幅
員

1
0
,
0
0
0

5,
00
0

歩道

2,0007,000

9,000

管
渠

型
側

溝

管
渠

型
側

溝

停止誘導線寸法 S=1:20

100 500 100 500

4
50

「（エ）隅切り」に基づき決定



3,000

4202,580

3,000

6,000

420 2,580

Ｐ３５ 

900

9
00

開発区域地下式雨水排水施設位置図

φ
20
0

掘
削
線

1：
0.
5掘

削
線

1：
0.5

1,600

975 850

土
被

り
（

最
小

土
被
り

1,
2
00

）

（図の緑線850水平線）にかかる場合（雨水浸透槽掘

※雨水浸透施設掘削線（青破線）が、下水道管掘削床線

雨
水
浸
透
槽
掘
削
限
度
線

削限界線より右側）は下水道と協議が必要。

（樹脂製品等）

※路盤工施工時には、雨水浸透施設上部に最低１層（20cm)の

（メーカーの指導を受けてください）

掘
削
線

1：
0.
5

掘
削
線

1：
0.5 雨水浸透施設設置空間

発生土（良質土）埋戻しを要する



3,000

4202,580

3,000

6,000

420 2,580

900

9
00

開発区域地下式雨水排水施設位置図

φ
20
0

掘
削
線

1：
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※雨水浸透施設掘削線（青破線）が、下水道管掘削床線
雨
水
浸
透
槽
掘
削
限
度
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削限界線より右側）は下水道と協議が必要。
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削
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削
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透水シート（長繊維不織布4mm）

※砕石雨水浸透槽上部に直接砕石を施工する場合

は、浸透槽上部の透水シートを長繊維不織布4mm

を使用する。

（単粒砕石部は民地に出さない）

※雨水浸透施設民地側は、掘削線を道路内に置く。

※路床（路盤から1.0ｍ）は購入土で埋め戻す。

雨水浸透槽（単粒砕石）

購入土（路床材0～100）埋戻し

（単粒砕石）

Ｐ３６ 



上水道管 900

420 2,580 2,580 420

6,000500 500

下水道管 1,600

保護路肩 保護路肩

上層路盤工（ M - 40 ） T = 15cm

下層路盤工（RC - 40 ） T = 35cm

1
:
1.5

1
:
1.5

表層工（再生密粒度ｱｽｺﾝ(ｴｺｽﾗｸﾞ入り)）T = 5cm

下水道管（VUφ200)土被り1.4～2.0

1.5％ 1.5％

上水道管（HPPEφ75）土被り0.9

道路標準断面図 S=1:40

※上水道、下水道管設置位置は事前に管理者と協議

※舗装構成は事前に道路課と協議

Ｐ３７ 



土 堰 堤 構 造 図 S=1:20 

境
界

180
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0
0

300～ 500

3
0
0
～

5
0
0

300～ 500
平場

300～500

フェンス基礎ブロック

※フェンス基礎の位置は境界に設置されているが、５ｃｍ程度の余裕をもっ

て施工

1：
1

1：
1

※法長が１．０ｍ（H=0.7m)を超えた場合は法勾配を１：１．５以上とする

※フェンスを土羽天端に設置する場合は土羽天端幅を500以上確保する

Ｐ ３ ８ 



参考資料

工 事 期 間

標示寸法　幅600×高さ450　※大田原市ではA3掲示も可とする

月 日

工事施工者

住　所

氏　名

主任技術者

年

開　発　許　可　書

電話
住　所

許 可 年 月 日 番 号

許 可 を

日 から 令和

※開発許可案件のみ本様式を現地に掲示してください。

開発区域に含まれる地域

名 称 及 び 地 番

電話

受 け た 者 氏　名

注 この開発行為について詳細な内容を知りたい方は、大田原市建設部
都市計画課開発指導係に備えてある開発登録簿をご覧ください。

令和 年 月

Ｐ３９


